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マンソン裂頭条虫擬充尾虫のプロピールチオウラシル

処理マウスに対する成長促進作用
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（昭和58年８月29日受領）

KeywordsBSPiγo"ZeZ7ami7Iacei，plerocercoid，propylthiouracil-treatedmice，growthfactor

日本クレア株式会社（大阪）より購入したものである．

マウスは，５頭ずつケージに入れ，ドラフト式飼育機内

にて室温約25Ｃに調整し，１２時間の明暗サイクルでペ

レット状マウス飼料（オリエンタル酵母株式会社）と飲

料水を自由に摂取させて飼育した．使用した飲料水は，

蒸留水に６－n-propyl-2-thiouracil(SigmaCo・以下ＰＴＵ

と略記）を200ｍｇ/ｌの割合で溶解したものである．

実験群マウスには，背部皮下に10頭節の擬充尾虫を

1000Ｕ/ｍｌのペニシリンＧ（萬有製薬株式会社）と０．５

ｍｇ/ｍｌのストレプトマイシン（明治製菓株式会社）を含

む生理的食塩水とともに注入し感染させた．対照群に

は，抗生物質添加生理的食塩水のみを皮下に注入した．

感染後７日ごとに両群の体重を計測し，感染14日後およ

び42日後に１夜絶食にして両群のマウスを断頭により屠

殺して頭胴長，体重，両側の前脛骨筋，腎臓，睾丸，副

睾丸脂肪組織と肝臓，心臓，脾臓，脳下垂体，脳，感染

させた擬充尾虫を取り出し，それぞれの湿重量を測定し

た．また，200ｍｇ/lの割合で溶解したＰＴＵを含有する

飲料水を摂取したマウスの甲状腺機能が抑制されている

か否かを確認するために，実験開始14日後に一夜絶食に

したＰＴＵ処理対照群と実験群および水道水を摂取し

たＰＴＵ無処理群を断頭によって採血し，血清のサイロ

キシン（以下Ｔ４と略記）をＴ４リアキットⅡ（ダイナ

ポットＲＩ研究所）にて測定した．

これらの測定値間の有意差の検定には，Student，ｓｔ‐

testを用いた．

緒言

マンソン裂頭条虫SPiγｏｍｅｔｒａｅ７ｉ,laceiの擬充尾虫を

感染させると，実験的中間宿主であるＩＣＲ系幼若およ

び成熟マウス，チャイニーズハムスターのみならずスネ

ル株儒マウスの成長も促進することが明らかにされた

(ＨｉｒａｉｅｔａＺ.，１９７８；ShiwakuandHirai，１９８２；塩飽

ら，１９８２；HiraMaZ.，１９８３；ShiwakuetaZ.，1983)．

この成長促進作用は，ＩＣＲ系雄マウスにおいて主とし

て肝臓，骨格筋および骨端軟骨の細胞増殖により体重，

頭胴長が増加することに起因することが示された（Shi‐

wakuandHirai，1982)．また，脳下垂体前葉の成長ホ

ルモン，プロラクチン，甲状腺刺激ホルモン産生細胞が

先天的に欠損するスネル抹儒マウスに対してもＩＣＲ系

マウスと同様に頭胴長の伸長，体重，肝臓，骨格筋など

の重量増加を引き起すことからマンソン裂頭条虫擬充尾

虫は，成長ホルモン様物質またはソマトメジン様物質を

分泌することが示唆された（Shiwakuetα/・'1983)．

一方，ＨｉｒａｉｅｔａＺ．（1978）は，この擬充尾虫感染が

プロピールチオウラシル投与により甲状腺ホルモン合成

を抑制されたＩＣＲ系マウスの体重増加を促進すること

について報告したが，この課題をより詳細に観察し，甲

状腺ホルモンとこの擬充尾虫が持つ成長促進作用との関

連性について検討するために次の実験を行なった．

材料および方法

マンソン裂頭条虫擬充尾虫は，愛媛県広見町にて捕獲

したヤマカガシＲ/ZaMophisZig7i7z"s，シマヘビＥルー

カハｅ９ｚ(αａ７ｉｚ）i'ａｇａｔａより採取し，ゴールデンハムスター

に感染させておいた虫体を用いた．

実験に供したマウスは，ＩＣＲ系の４週齢雄マウスで

結果

水道水を摂取したＰＴＵ無処理群と200ｍｇ/ｌのＰＴＵ

含有飲料水を１４日間摂取した対照群及び実験群の血清

Ｔ４濃度をＴａｂｌｅｌに示した．水道水摂取群の血清Ｔ４

濃度の平均および標準偏差値は，2.8±0.5βg/ｄｌであつ愛媛大学医学部寄生虫学教室

（３７）



526

TablelT4concentrationintheseruｍｏｆｔｈｅＰＴＵ－ｔｒｅａｔｅｄｍｏｕｓｅ

Bodyweight(9) Ｔ４（βg/dl）Ｎｏ．

Tapwater-drinkedmouse

PTU-treatedcontrols

PTU-treatedexperimentals

３
２
２

１
１
１

３１．９±１．１

３２．９±２．１

３５．８±１．９

２．８±０．５

１．２±０．３＊

０．９±０．３*十

Ｖａｌｕｅｓａｒｅｍｅａｎｓ±standarddeviations。

*：Thesevaluesarestatisticallysignificantwith
water-drinkedmouse．

↑：Thisvalueisstatisticallysignificantwithan

treatedcontrolgroup．

anunpairedStudent,sZ-testagainstthetap

unpairedStｕｄｅｎｆｓＺ－ｔｅｓｔａｇａｉｎｓｔｔｈｅＰＴＵ‐

たが，ＰＴＵ処理対照群は1.2±0.3/zg/dl，ＰＴＵ処理実

験群は0.9±0.3,αg/ｄｌであり，ＰＴＵ処理群の血清Ｔ４

値が水道水摂取群に比較して低値であり（p＜０．００１)，

かつ実験群は対照群より低下していた（p＜0.05)．

このようなＴ４抑制マウスにおいて実験開始から終了

までの42日間に獲得した対照群と実験群の体重増加量を

Fig.１に示した．感染14日後において対照群の体重増加

量８．０９に比較して実験群は，10.79と有意に増加し

(p＜0.05)，以後42日後まで週を追うごとに両群の体重

増加量の差は顕著になった．実験終了時には，対照群の

体重増加量は，16.89であったのに対し，実験群のそれ

は，２Ｌ８ｇの増加を認めた（p＜0.001)．また，頭胴長

は（Table２）感染14日，４２日後とも対照群に比較して

実験群の伸長が著しかった（p＜0.001)．その他の諸臓

器重量の変化は，Ｔａｂｌｅ２に示した．肝臓重量は，感染

14日，４２日後とも対照群より実験群が増加し（p＜0.05）

脾臓重量も同様に実験群の増加が著しかった（p＜

0.001)．これらの臓器重量の両群間の差は，感染42日後

に比較して14日後の方が大きい傾向を示した．骨格筋で

ある前脛骨筋重量は，感染14日後では両群間に差異を認

めなかったが，感染42日後には，実験群が増加した（ｐ

＜0.05)．しかし，睾丸重量は，感染42日後に実験群が対

照群より減少し（P＜0.05)，心臓，脳，脳下垂体，副睾

丸脂肪組織重量には両群間に差を認めなかった．感染さ

せた擬充尾虫は，感染14日後には5.6ｍｇ/scolex，４２日後

で11.8ｍｇ/scolexに成長した．

体重ｇ当りに対するマウス諸臓器の相対的重量をＴａ‐

ｂｌｅ３に示した．肝臓の相対的重量は，感染14日後では対

照群と実験群の問に差を認めなかったが，感染42日後に

は，対照群より実験群が低値であった（p＜0.05)。副睾

丸脂肪組織は，感染14日後に対照群に比較して実験群の

相対的重量が低値を示し（p＜0.05)，心臓，脳は感染1４

3０９

2０

ユ０

戸】

0

７１４２１２８３５４２ｄａｙｓ

Ｆｉｇ．１Weightgainofpropylthiouracil-treated

miceinfectedwithSpirｏｍａｒａｅｒｉ"αceiplero‐
cercoids．

○：ControlPTU-treatedmice，●：Experimen-
talPTU-treatedmice，

Verticallinesrepresentstandarddeviations．

＊，↑：Thesevaluesarestatisticallysignificant

（＊ｐ＜0.05,↑ｐ＜0.001）ｗｉthanunpairedIStu‐
dent,sr-testagainstthecontrolgroup、

日，４２日後いずれも実験群のそれが低値であった（p＜

０．００１)．脳下垂体，睾丸の相対的重量は，感染42日後に

対照群より実験群が低値であった（p＜0.001)．しかし，

脾臓のそれは，感染14日，４２日後のいずれにおいても実

験群が高値であった（p＜0.001)．前脛骨筋，腎臓の相

対的重量は両群間に差を認めなかった：

(３８）
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Table2Effectofplerocercoidinfeｃｔｉｏｎｏｎｔｈｅｗｅｉｇｈｔｓｏｆｖａｒｉｏｕｓｏｒｇａｎｓ
ｉｎＰＴＵ－ｔｒｅａｔｅｄｍｉｃｅ

Controlgroup Experimentalgroup

l４ｄａｙｓ ４２ｄａｙｓ l４ｄａｙｓ ４２ｄａｙｓ

Numberofanimals

Weightgain(9)

Head-bodylength(c、）

Liver(9)

Spleen(ｍg）

Ant・tibialmuscle(Ing）

Heart(ｍg）

Kidney(Ing）

Brain(Ing）

Pituitary(Ing）

Testis(ｍg）

Epididymalfatpad(Ing）

Plerocercoid

（Ing/scolex）

８
１
２
２

３
３

．
．
・
６
０
０
５
３
・
６
８

１
０
０
３
１
２
８
３
０
２
１

２
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一

１
０
５
１
５
４
６
３
６
８
１
９

・
・
５
１
１
５
４
０
・
３
７

８
９
．
１
１
１
５
５
２
２
４

１ ５
１
１
１

３
０

・
・
・
２
４
６
１
４
・
７
６

２
０
０
２
１
１
５
２
０
３
２

２
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

１
８
２
２
２
３
６
３
２
１
４
８

．
．
６
１
４
９
６
１
・
０
Ｏ

Ｍ
ｍ
Ｌ
１
１
１
６
５
３
３
６

１２

１０．７±Ｌ５ｒ

９．９±０．３↑

１．８１±０．４０＊

244±80ｔ

１１９±１２

１５２±１２

５５７±１０２

４８９±１８

２．９±０．３

２４３±３１

３６４±１１９

５．７±１．０

１５

２１．８±２．８ｔ

１０．６±０．２ｔ

１．７６±０．１６＊

175±26ｔ

154±１１＊

１９９±１８

６６８±７５

５０６±２９

２．９±０．４

２７３±２４＊

６４１±１７５

１１．８±１．７

Ｖａｌｕｅｓａｒｅｍｅａｎｓ±standarddeviations．

*，↑，:t：Thesevaluesarestatisticallysignificant（＊ｐ＜0.05,↑ｐ＜0.01,：ｔｐ＜0.001）

withanunpairedStudent,sZ-testagainstthecontrolgroups．

Table3EHectofplerocercoidinfectiononrelativeweightsofvariousorgans
inPTU-treatedmice

ExperimentalgroupControlgroup

l４ｄａｙｓ１４ｄａｙｓ ４２ｄａｙｓ ４２ｄａｙｓ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｎｉｍａｌｓ

Ｌｉｖｅｒ

Ｓｐｌｅｅｎ

ＡｎＬtibialmuscle

Heart

Kidney

Brain

Pituitary

Testis

Epididymalfatpad

１２

５０．４±９．８

６．８±２．１ｔ

３．３±０．２

４．２±０．２ｔ

１５．５±２．４

１３．６±０．７＄

０．０８２±０．００８

６．８±０．８

１０．１±３．３＊

８０
０
０
２
３
７
９
０
７
０

●
●
●
■
●
●
●
●
●

２
８
１
０
０
１
０
０
０
５

１
＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

３
５
５
７
４
４
５
０
４

。
．
．
・
・
・
８
・
・

６
３
３
４
６
５
０
７
４

４
１
１
・

１

０ ８０
５
５
２
４
２
５
０
８
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
０
０
０
１
０
０
０
５

１
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

７
７
４
７
９
３
４
３
４

．
．
．
・
・
・
７
・
・

８
２
３
４
５
２
０
７
４

３
１
１
・

１

０ ｉ

＊
９

７
↑

叩
上
０
ｔ

・
５
４
４
２
５
０
６
４

２
．
．
．
．
・
・
・
・

５
＋
’
０
０
０
１
０
０
０
３

１
２
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

・
７
３
３
３
８
０
８
６

６
．
．
．
．
・
６
．
．

３
３
３
４
４
０
０
５
３

１
１
．

１

０

Relativeweightsrepresenttheratｉｏｏｆｔｈｅｏｒｇａｎｗｅｉｇｈｔｔｏｔｈｅｂｏｄｙｗｅｉ9hｔ（Ing/g)．
Ｖａｌｕｅｓａｒｅｍｅａｎｓ±standarddeviations．

*，Ｔ，：t：Thesevaluesarestatisticallysignificant（＊ｐ＜０．()5,↑ｐ＜0.01,ｔｐ＜0.001）withanunpaired
Student，ｓＺ－ｔｅｓｔａｇａｉｎｓｔｔｈｅｃｏｎｔｒｏｌｇｒｏｕｐｓ．

モンは，成長ホルモンの合成，分泌を調整し（Samuels

eZaL，1979)，成長ホルモンによって誘導されるソマト

メジンの合成，分泌およびそれの軟骨における作用を増

強することにより（FroeschetaZ.，１９７６；Bursteinet

考察

甲状腺ホルモンは，成長ホルモンと同様に宿主の成長

に重要な役割を有するホルモンである．即ち，このホル

（３９）
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ルモン様物質またはソマトメジン様物質を分泌すること

を著者らは示唆した（ShiwakuetaZ.，1983)．

これらの報告から，マンソン裂頭条虫擬充尾虫は，

ＰＴＵ処理マウスにおいて甲状腺機能低下によって生ず

るソマトメジン合成の抑制に杭してソマトメジンを誘導

するかまたはソマトメジン様物質を分泌して骨格筋およ

び骨格成長を促進することが示唆された．一方，この幼

虫もＳ､加α"so"o/`es擬充尾虫と同様に血中Ｔ４濃度を

低下さすことについては今後のより詳細な研究が必要で

ある．

αJ・’1979；ＴａｋａｎｏｅＺα/・’１９８０；高野，1981)，正常

な身体成長と骨格の成熟にとって不可欠なものである．

よって，幼若マウスがＰＴＵ投与によってＴ４の合成

および末梢でのＴ４からトリヨードサイローン（Ｔ３）へ

の変換が抑制されることは，正常な成長を遅滞さすこと

になる（IngberandWoeber，1981)．しかし，この研究

によって，マンソン裂頭条虫擬充尾虫は，ＰＴＵ投与に

よる宿主の成長抑制をはねかえしてマウスの成長を促進

することが示された．この成長促進作用を既報の４週齢

ICR系雄マウスの結果（ShiwakuandHirai,1982）と

比較すると，ＰＴＵ無処理対照群は，４２日間に18.79の

体重増加を示したが，本研究におけるＰＴＵ処理対照群

は，16.89と体重増加量が抑制されていた．しかし，

ＰＴＵ処理実験群は，２１．８９の体重増加を示し，あたか

もＰＴＵ処理を受けなかったかのように発育した．しか

も本実験のＰＴＵ処理実験群の頭胴長の伸長および諸臓

器重量の変化は，既報の４週齢および10週齢のＩＣＲ系

雄マウスを用いたＰＴＵ無処理実験群において観察され

た結果（ShiwakuandHirai，１９８２；塩飽ら，1982）と

ほぼ同様であった．即ち，骨格筋である前脛骨筋，肝臓

および脾臓重量の増加が促進され，骨格成長の指標とし

ての頭胴長の伸長が促進された．また，前脛骨筋重量

は，体重増加とほぼ平行して重量増加を示し，実験群の

体重増加に占める擬充尾虫重量は，０．５％でしかなかっ

た．これらの結果から，マンソン裂頭条虫擬充尾虫の

ＰＴＵ処理マウスに対する成長促進作用は，既報の４週

齢および10週齢ＰＴＵ無処理マウスと同様に主として

骨格筋および骨格の発育が促進されたことに起因し，感

染初期においては，肝臓，脾臓の重量増加が関与してい

るものと考えられた．

このように甲状腺機能低下が存在するのにかかわらず

骨格および骨格筋の発育が促進されるということは，こ

の擬充尾虫がＴ４類似物質または，ソマトメジン誘導促

進物質あるいはソマトメジン様物質を分泌しているなど

の可能性が推測される．

しかるに，マンソン裂頭条虫の近縁種であるＳ・加α"

so"oicJesの擬充尾虫は，成長ホルモン様物質を分泌し

（ＴｓｕｓｈｉｍａｅｔａＺ.，1974)，下垂体摘出ラットのソマトメ

ジンを誘導することが明らかにされ（Garland，αα/､，

1971)，またＰＴＵ処理ラット，甲状腺摘出ラット

（Mueller，1968a，ｂ）の成長も促進し，ゴールデンハム

スターの血中Ｔ４濃度を抑制するにもかかわらず成長を

促進することが報告されている（Phares,1982)．マンソ

ン裂頭条虫擬充尾虫もスネル株儒マウスを用いて成長ホ

結論

マンソン裂頭条虫擬充尾虫の１０頭節を４週齢のＩＣＲ

系雄マウスの背部皮下に感染させ，200ｍｇ/lのＰＴＵを

含有する飲料水を与え42日間実験を行ない，この擬充尾

虫の宿主に対する成長促進作用を観察した．ＰＴＵ含有

飲料水を14日間飲んだマウスの血清Ｔ４濃度は，正常マ

ウスの約'/2となり甲状腺機能低下を生じた．これらのマ

ウスの実験期間中の体重増加量は，対照群が16.89に対

し実験群では，21.89の増加を示した．この実験群の体

重増加の促進は，肥満によるものではなく，頭胴長の伸

長促進および骨格筋，肝臓，脾臓の重量増加の促進によ

るものであった．よって，マンソン裂頭条虫擬充尾虫

は，ＰＴＵ投与によって生じた甲状腺機能低下による成

長抑制をはねかえしてマウスの成長を促進し，この成長

促進作用は，この擬充尾虫が宿主のソマトメジンを誘導

するかまたはソマトメジン様物質を分泌することによっ

て主として骨格および骨格筋の成長を促進することによ

るものと推測された．

謝辞

稿を終わるにあたり，ご校閲をいただいた愛媛大学医

学部寄生虫学教室，西田弘教授及び有益なご助言を得

た第二生化学教室，奥田拓道教授に深謝いたします．

文献

1）Burstein，ＰＪ.，Draznin，Ｂ,，Johnson，Ｃ，Ｊ、

ａｎｄＤｏｎＳ．（1979）：TheeHectofhypothy‐

roidismongrowthhormone-dependeｎｔｓｏｍａ‐

tomedin，insulin-likegrowthfactor，andits

carrierproteininrats、Endocrinology，１０４，
１１０７－１１１１．

２）Froesch，Ｅ、Ｒ､，Zapf，』.，Audhya，Ｔ、Ｋ､，

Ben-Porath，Ｅ､，Segen，ＢＪ．andGibson，Ｋ、

，．（1976）：Non-suppressibleinsulinlikeact‐

ivityandthyroidhormone：Majorpituitary‐

（４０）



529

dependentsulfationfactorsforchickembryo

cartilage・Pro，NatLAcad・Sci，ＵＳＡ，73,
2904-2908.

3）Garland,』．Ｔ､，Ruegamer,Ｗ、Ｒ・ａｎｄＤａｕ‐

ghaday，ＷＨ．（1971）：Inductionofsulfa‐

tionfactoractivitybyinfectionofhypophy‐

sectomizedratswithSPirometγα，,zα"so"oi‐

αCs・Endocrinology，８８，９２４-927.

4）Hirai,Ｋ,Nishida,Ｈ,Shiwaku,ＫａｎｄＯｋｕ‐

ｄａ，Ｈ、（1978）：Studiesoftheplerocercoid

growthfactorofSPiroweZraC7伽CCZ（Rudol‐

phi,1819）withspecialreferencetotheeHect

onlipidmobi]izationi〃uit7oJap．』・Parasit､０

27,527-533.

5）Hirai，Ｋ､，Shiwaku，Ｋ､，Tsuboi，Ｔ，Torii，

Ｍ､，Nishida，ＨａｎｄＹａｍａｎｅ，Ｙ・（1983）：

BiologicaleffectsofSPi7o"ｚｅｔ７ａｅγi"αceiple‐

rocercoidsinseveralspeciesofrodents・Z

Parasitenkd.，69,489-499.

6）Ingbar，Ｓ、HandWoeber，ＫＡ．（1981）；

Thethyroidgrand・InTextbookofEndocri‐

nology，６ｅｄ.，ｅｄｂｙＷｉｌｌｉａｍｓ，Ｒ、Ｈ､，Saund‐

ｅｒｓＷ．Ｂ、Company，Philadelphia，London

andToronto，193-194.

7）Mueller,Ｊ・Ｆ．（1968a)：Growthstimulation

inducedbyinfectionwithSPかomet7α〃ｚａ７ｚ‐

so7zoiacssparganainpropylthiouracil-treated

rats．Ｊ・ParasitoL，54,51-54.

8）Mueller,ＩＦ．（1968b)：Growthstimulating

eHectofexperimentalsparganosisinthyroid‐

ectomizedandhypophysectomizedrats，and

comparativeactivityofdifferentspeciesof

SPiγo"Zetγα､Ｊ・ParasitoL，54,795-801.

9）Phares,ＣＫ．（1982）：ThelipogeniceHect

ofthegrowthfactorproducedbyplerocer‐

coidsofthetapeworｍ，ＳＰｉγo"ｚｅＺ７ａｍα"so‐

〃oiaes,isnottheresultofhypothyroidism．』．

Parasito1.,68,999-1003.

10）Samuels，ＨＨ.，Stanley，Ｆ・andSapiro，Ｌ
Ｅ．（1979）：Controlofgrowthhormonesyn‐
ｔｈｅｓｉｓｉｎｃｕｌｔｕｒｅｄＧＨ１ｃｅｌｌｂｙ３,5,3,-triiodo‐

L-thyronineandglucocorticoidagonistsand

antagonists：Studiesontheindependentand

synergisticregulationofthegrowthhormone

response，Biochemistry，18,715-721.

11）Shiwaku,Ｋ・andHirai,Ｋ・（1982)：Growth

promotingeffectofSP加加eZγαｅが"αcei（Ru‐

dolphi，1819）plerocercoidsinyoungmice，

ＪａｐＪ・Parasit.，31,185-195.

12）塩飽邦憲，平井和光，鳥居本美（1982）：成熟マ
ウスに対するマンソン裂頭条虫擬充尾虫の成長

促進作用一擬充尾虫感染数と成長促進作用の関

係一．寄生虫誌，31,353-360.

13）Shiwaku，Ｋ，Hirai,Ｋ､，Torii,ＭａｎｄＴｓｕ‐

boi，Ｔ・（1983）：EffectsofSPiγometγαｅ７ｉ‐

〃αceiplerocercoidonthegrowthofSnell

dwarfmiceParasitology，87,447-453

14）Sinha,Ｙ､Ｎ,Salocks,ＣＢ・andVanderlaan，

Ｗ・Ｐ．（1975）：Pituitaryandserumconcent‐

ｒａｔｉｏｎｏｆｐｒｏｌａｃｔｉｎａｎｄＧＨｉｎＳｎｅｌｌｄwarf

mice‘Ｐｒｏ・ＳＯＣ、Ｅｘｐ・Bio、Ｍｅｄ.，１５０，２０７－
２１０．

１５）Takano，Ｋ､，Hasumi，Ｙ､，Hizuka，Ｎ､，ＫＯ‐

ｇａｗａ，Ｍ､，Tsushima，Ｔ・andShizume，Ｋ、

（1980）：Ｅｆｆｅｃｔｏｆｔｈｙｒｏｉｄｈｏｒｍｏｎｅｏｎｔｈｅ
serumlevelofsomatomedinA，EndocrinoL

Japon，27,643-652.

16）高野加寿恵（1981）：Somatomedins・医学のあ

ゆみ，116,932-936.

17）Tsushima,Ｔ､,Friesen,ＨＧ,Chang,Ｔ､Ｗ・

andRaben，Ｍ・Ｓ．（1974）：Identificationof

sparganumgrowthfactorbyaradioreceptor

assayforgrowthhormone・Biochem・Biophs・

Res、Ｃｏｍｍｕｎ.，59,1062-1068.

(４１）



530

CJap. J. Parasit., Vol. 32, No. 6, 525-530, December, 1983]

I Abstract j

GROWTH-STIMULATING EFFECT OF SPIROMETRA ERINACEI

PLEROCERCOIDS IN PROPYLTHIOURACIL-TREATED MICE

Kazumitsu HIRAI, Takafumi TSUBOI and Motomi TORII

{Department of Parasitology, Ehime University School

of Medicine, Ehime 791-02, Japan)

Observations were made of the growth-stimulating effect of infection with plerocercoids of

Spirometra erinacei on propylthiouracil (PTU)-treated male ICR mice, 4 weeks old. The weight

gain in the body, wet weights of the various organs and head-body length were measured on days

14 and 42 after infection. The body weight gain of the PTU-treated experimental received 10

plerocercoids registered a weight increase of 21.8g over that of 16.8g in the control group on day

42 after infection, and head-body length in the experimental group showed a significant increase as

compared with that in the control group. In the organs observed, the weights of the liver, anterior

tibial muscle and spleen in the experimental group showed more significant increases than that in the

control group. The increase in the body weight of experimental PTU-treated mice was mainly due to

increase in the skeletar muscle, bone and liver weights, as reported for normal ICR mice by Shiwaku

and Hirai. These results suggest that S. erinacei plerocercoid is possible to induce the somatomedins

that are suppressed by PTU treatment, and to stimulate the growth of the skeletar muscle and

bone.
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